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■トピックス
■【新コーナー】 今月の一枚!

■下肢の外傷疾患
■新病棟探検シリーズ

 冬のカサカサ肌とかゆみ



冬
の
カ
サ
カ
サ
肌
と
か
ゆ
み

よ
く
あ
る
ご
質
問
を
中
心
に
カ
サ
カ
サ
し

た
皮
膚
の
対
処
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

① 

市
販
の
保
湿
剤
で
も
よ
い
で
す
か
？

軽
症
の
場
合
は
市
販
の
保
湿
剤
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
乾
燥
し
て
皮
膚
が
カ
サ
カ
サ
し

た
ら
、保
湿
剤
を
1
日
1
～
2
回
塗
り
ま
し
ょ

う
。
特
に
入
浴
後
10
分
以
内
に
塗
る
と
効
果

が
高
く
お
す
す
め
で
す
。
保
湿
剤
を
塗
っ
て

も
か
ゆ
み
が
と
れ
な
い
、赤
い
発
疹
が
あ
る

な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
皮
膚
科
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

乾
燥
し
た
皮
膚
で
は
、表
皮
細
胞
か
ら
神
経
成

長
因
子
と
い
う
物
質
が
大
量
に
放
出
さ
れ
、か
ゆ

み
を
感
じ
る
知
覚
神
経
終
末
が
表
皮
内
に
侵
入
、

延
長
し
、角
層
直
下
に
ま
で
伸
び
て
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、衣
服
で
こ
す
れ
る
な
ど
軽
微
な
外
的
刺

激
で
も
知
覚
神
経
が
刺
激
さ
れ
、か
ゆ
み
を
生
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
乾
燥
し
た
皮
膚
を
掻
く

と
容
易
に
炎
症
が
惹
起
さ
れ
、湿
疹
を
形
成
し
ま

す
。
従
っ
て
、保
湿
剤
を
し
っ
か
り
塗
っ
て
カ
サ

カ
サ
し
た
皮
膚
を
う
る
お
い
の
あ
る
正
常
の
皮

膚
に
戻
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
治
療
の
根
本
で
す
。

す
で
に
生
じ
て
し
ま
っ
た
炎
症（
湿
疹
）に
対
し

て
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
外
用
が
必
要
で
す
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、ま
た
汗
や
皮
脂
の
分
泌
も
低
下
す
る
こ
と
か
ら
皮
膚
が
乾
燥
し
、

カ
サ
カ
サ
し
て
痒
い
と
受
診
さ
れ
る
方
が
増
え
ま
す
。

高
沢 

裕
子

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院

皮
膚
科
医
師
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② 

生
活
上
の
注
意
点
は
？

熱
い
湯
で
の
入
浴
、ア
カ
ス
リ
、ナ
イ
ロ
ン

タ
オ
ル
で
の
こ
す
り
洗
い
は
悪
化
さ
せ
る
の

で
、
や
め
ま
し
ょ
う
。
電
気
毛
布
の
使
用
は

皮
膚
が
乾
燥
し
か
ゆ
み
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
す
ぎ
て
い
な
い
か
、お
部
屋

の
湿
度
に
も

注
意
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

③ 

皮
膚
が
赤
く
な
っ
て
い
た
ら
？

保
湿
剤
を
塗
っ
て
も
な
お
ら
な
い
、か
ゆ

く
て
赤
い
ざ
ら
ざ
ら
し
た
部
分（
湿
疹
）に
は
、

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
を
塗
り
ま
す
。
症
状
が

と
れ
て
す
べ
す
べ
し
た
状
態
に
な
る
ま
で
使

用
し
ま
す
。
通
常
は
１
～
2
週
間
ぬ
る
と
よ

⑤ 

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
を
ぬ
っ
て

治
っ
た
か
ら
保
湿
剤
は
い
ら
な
い
？

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
で
か
ゆ
み
や
赤
み

が
お
さ
ま
っ
て
も
、そ
の
ま
ま
に
す
る
と
ま

た
か
ゆ
く
な
っ
て
き
ま
す
。
治
ま
っ
た
よ
う

に
み
え
て
も
本
来
の
健
康
な
皮
膚
に
は
戻
っ

て
い
ま
せ
ん
。
保
湿
剤
を
毎
日
使
用
し
て
皮

膚
に
う
る
お
い
を
与
え
、ス
テ
ロ
イ
ド
外
用

剤
を
使
わ
な
く
て
も
か
ゆ
み
の
な
い
肌
に

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

④ 

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤
と
保
湿
剤
は

一
緒
に
塗
っ
て
も
よ
い
？
ど
ち
ら
を

先
に
塗
れ
ば
い
い
の
？

同
時
に
塗
っ
て
よ
い
で
す
。
塗
る
順
番
は

ど
ち
ら
で
も
よ
い
で
す
が
か
ゆ
み
や
湿
疹
の

炎
症
が
強
い
と
き
は
、ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
剤

を
先
に
塗
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、保
湿
剤
を
使
う
こ
と
は
治

療
の
基
本
で
す
。
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
保
湿
剤

を
使
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

く
な
り
ま
す
。
保
湿
剤
も
同
時
に
塗
る
と
効

果
的
で
す
。
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狩
野 

修
治

北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み
病
院

整
形
外
科
医
長

下
肢
の
外
傷
疾
患

第
9
回
で
は
骨
盤
部
の
裂
離
骨
折
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
裂
離
骨
折
と
は
筋
収
縮
に
よ
り
筋
肉
の
付
着
部
が
剥
離
し
て
起
こ
る
骨
折
で
、
剥
離

骨
折
と
よ
く
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
上
前
腸
骨
棘
・
下
前
腸
骨
棘
に
好
発
し
、
上
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
・
下
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

■
上
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折 

　
　
　
　
　

上
前
腸
骨
棘
に
は
縫
工
筋
と
い
う
筋
肉
が
つ
い
て
い

ま
す
。
縫
工
筋
は
股
関
節
の
屈
曲
・
外
転
・
外
旋
・
膝

関
節
の
屈
曲
・
内
旋
を
行
い
ま
す
。
縫
工
作
業
（
仕
立

て
屋
さ
ん
）
で
の
作
業
中
の
胡
坐
を
か
く
よ
う
な
姿
勢

に
関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
、
縫
工
筋
と
名
づ
け
ら
れ
た

と
さ
れ
ま
す
。
歩
行
の
際
の
膝
を
安
定
さ
せ
る
よ
う
に

働
い
て
い
ま
す
。
上
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
は
ダ
ッ
シ
ュ
・

短
距
離
走
の
ス
タ
ー
ト
時
や
ジ
ャ
ン
プ
動
作
で
お
こ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

■
下
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折 

　
　
　
　
　

下
前
腸
骨
棘
に
は
大
腿
直
筋
と
い
う
筋
肉
が
つ
い
て

い
ま
す
。
大
腿
直
筋
は
大
腿
四
頭
筋
の
一
つ
で
ふ
と
も

も
前
面
に
あ
る
筋
肉
で
膝
を
伸
展
さ
せ
る
と
同
時
に
股

関
節
を
屈
曲
さ
せ
ま
す
。
歩
行
の
際
に
用
い
ら
れ
ま
す

が
、
と
く
に
蹴
る
と
き
に
強
力
に
は
た
ら
き
ま
す
。
下

前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
は
サ
ッ
カ
ー
に
お
け
る
キ
ッ
ク
の

動
作
で
お
こ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

■
好
発
年
齢
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　

上
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
・
下
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
い

ず
れ
も
10
代
に
お
こ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
が
、

上
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
は
15
歳
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
下

前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
は
13
～
14
歳
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま

す
。

■
発
生
原
因
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　

前
述
し
た
と
お
り
に
上
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
は
ダ
ッ

シ
ュ
・
短
距
離
走
の
走
り
だ
し
、
下
前
腸
骨
棘
裂
離
骨

折
は
ボ
ー
ル
を
け
る
動
作
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い

と
さ
れ
ま
す
が
、
準
備
運
動
不
足
・
技
術
の
未
熟
さ
・

気
温
な
ど
の
要
因
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

■
治
療
方
法
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　

上
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
・
下
前
腸
骨
棘
裂
離
骨
折
と

も
に
保
存
治
療
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
疼
痛
に
応
じ
て

歩
行
な
ど
も
で
き
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
疼
痛
が
お
ち

つ
い
て
く
る
ま
で
は
ベ
ッ
ト
の
上
で
の
安
静
が
す
す
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
安
静
に
す
る
際
股
関
節
は
屈
曲
し

た
状
態
が
疼
痛
が
す
く
な
く
、
骨
折
部
へ
の
負
荷
は
す

く
な
く
お
す
す
め
で
す
。
剥
離
し
た
骨
片
が
お
お
き
く
、

転
位
が
お
お
き
い
場
合
は
手
術
に
よ
る
骨
折
部
の
整
復
・

固
定
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

４
～
６
週
で
疼
痛
は
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
運
動
へ
の
復
帰
に
つ
い
て
は
３
～
４
か
月
後
の
骨

癒
合
が
得
ら
れ
た
後
と
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
症
例

が
運
動
へ
復
帰
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
10
代
の

中
高
生
が
3
～
4
か
月
運
動
中
止
し
て
い
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

上前腸骨棘

下前腸骨棘 大腿直筋大腿直筋
維工筋維工筋
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新
病
棟
探
検
シ
リ
ー
ズ

言
語
療
法
室

新
病
棟
の
完
成
に
伴
い
言
語
療
法
室
は
旧
病
棟
１
階
か
ら
、
本
館
２
階
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
一
角
に
引
っ
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
「
言
語
療
法
室
」
と
聞
い
て
も
、
ど
う
い
っ
た
部
屋
で
あ
る
か
ご
存
知

で
な
い
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
言
語
療
法
室
と
は
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な

ど
主
に
脳
の
疾
患
が
原
因
で
こ
と
ば
を
話
す
こ
と
が
不
自
由
に
な
ら
れ
た
方
の
こ
と

ば
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
訓
練
室
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

旧
病
棟
時
代
は
、
病
棟
唯
一
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
向
か
い
に
小
さ
く
居
を
構
え
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
一
角
と
い
う
こ
と
で
、
患
者

さ
ん
の
院
内
で
の
移
動
距
離
も
緩
和
さ
れ
、
ま
た

ス
タ
ッ
フ
間
の
連
携
も
取
り
や
す
い
と
い
っ
た
好

環
境
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

新
言
語
療
法
室
の
見
ど
こ
ろ
は
、
何
と
言
っ
て

も
木
の
壁
、
大
き
な
窓
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
見
え

る
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
め
で
す
。
こ
と
ば
の
リ
ハ
ビ

リ
で
部
屋
に
訪
れ
る
患
者
さ
ん
が
少
し
で
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
練
習
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作

り
た
い
と
、
色
々
な
制
約
の
中
で
何
度
も
検
討
を

重
ね
る
こ
と
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

旧
言
語
療
法
室
を
利
用
し
て

い
た
患
者
さ
ん
か
ら
は
「
窓

が
あ
っ
て
良
い
部
屋
に
な
っ

た
ね
」「
前
と
違
っ
て
、
気

分
も
明
る
く
な
り
、
会
話
も

弾
む
ね
」
な
ど
と
い
っ
た
お

言
葉
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
初
め
て
の
冬
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
北
向
き

の
窓
か
ら
の
寒
さ
も
少
し
心

配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
リ
ハ

ビ
リ
に
み
え
る
患
者
さ
ん
と
と
も
に
、
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
め
を
楽
し
み
な
が
ら
、

よ
り
一
層
新
言
語
療
法
室
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

旧
病
棟
で
の
立
地
の
よ
う
に
大
き
な
廊
下
に
は
面
し
て
い
な
い
た
め
「
通
り
が

か
っ
た
け
れ
ど
、
リ
ハ
ビ
リ
の
人
い
る
か
し
ら
？
」
と
、
ち
ょ
っ
と
顔
を
だ
し
て
い

た
だ
く
に
は
少
し
不
便
な
場
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
ば
の
障
害
や
、
摂
食
嚥
下

障
害
な
ど
で
お
困
り
の
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

きずな12月号 —Vol.3585



●調理師　北澤 　保

労
働
組
合
写
真
部
を
中
心
に
、

風
景
の
写
真
や
そ
の
他
素
敵

な
写
真
を
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

撮
影
者
：

臨
床
検
査
科
　
黒
岩
華
子

撮
影
場
所
：
松
本
市

撮
影
時
期
：
10
月

新
コ
ー
ナ
ー

畑幸彦病院長　3年後の日本肩関節学会学術集会会長就任決定
10月21日、22日の両日、第43回日本肩関節学会が広島で開催されました。この学会前日の

10月20日に開催された、理事・評議員で構成される定時社員総会にて3年後の2019年に開催される同会の
学術集会会長を決定するための選挙があり、畑幸彦病院長が選出されました。このことは、日頃の診療の熱
意と数多くの臨床結果を医療関係者に報告し、その後の臨床、並びに研究に寄与したことが評価された結果
です。開催までわずか3年間ですが、職員一丸となり約1500人が来場する学会の準備に邁進する所存です。

今
月
の

    

一
枚
!

今
月
の

    

一
枚
!

トピックス
TOPICS

みずみずしい大根がおいしい季節です。定番のふろふき大根に肉みそ、さらにチーズを加えて
ホリュームアップしました！　熱々を召し上がれ。

変わりふろふき大根

栄養素量（一人分）
エネルギー……………… 225Kcal
たんぱく質…………………… 10.4g
塩分………………………………… 1.7g

材料 （2人分）
大根   ………………………… 6ｃｍ
米のとぎ汁  …………… 適量
出し昆布 …………………… 10ｃｍ

（肉味噌）
合いびき肉 ……………… 100ｇ
味噌……………………………… 大2

①
②

③
④
⑤

⑥
⑦
⑧

大根は3ｃｍ厚の輪切りにし、皮をむいて面取りする。片面に十字の切り目を入れる。
鍋に大根を入れてひたひたにつかるくらいに米のとぎ汁を入れて、柔らかくなるまで茹
でる。（弱めの中火）
柔らかく茹でたら取り出して冷ます。
鍋に更にだし汁と昆布を入れ、大根を入れる。中火で一煮立ちしたら弱火で８分間煮る。
＜肉味噌＞フライパンに合いびき肉を入れ、焦がさないように炒める。油が多いときはクッ
キングペーパーにしみさせて取る。
肉味噌の調味料をすべて⑤のフライパンに加えてぽってりなるまで混ぜる。
③の大根をお皿に盛り、煮汁を少量掛けて肉味噌を乗せる。
盛り付けた上にチーズをのせてオーブントースター焼き目をつけて完成。

作り方

みりん …………………………… 大２
砂糖……………………………… 大1
お酒 ……………………………… 大1

（仕上げ用）
とろけるチーズ ……… 10g

今年4月からこころのホスピタル（精神科病棟）で新人看護師として働かせていただき8カ月
がたちました。仕事にも慣れてきて徐々にできることも増え嬉しく感じますが、働いている中
で疑問に思ったことや困ることも未だに多いです。ですが病棟には頼りになる先生や先輩方ば
かりで、優しく丁寧に指導してくださり相談にも乗ってくださるので、とても心強いです。また、
先生や先輩方だけでなく患者さんに教えていただくことも多く、毎日が勉強です。

こころのホスピタル2階には今年、新人看護師が私を含め3人配属されました。3人とも以前は病棟に残っ
ている時間が長かったのですが、その時に患者さんから「頑張って」と応援していただいたり体を気遣って
もらうことがよくありました。その出来事を受けてスタッフ、患者さん皆が温かいこの病棟で働くことが
できてとても幸せだと思いました。

今後も勉強を頑張り一つ一つの仕事を丁寧に行うことを心がけ、頼りにしてもらえる温かい看護師にな
れるよう頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。

上川 桃子 
……
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『患者さんの権利』
①最善で安全な医療を平等かつ公平に受ける権利
　患者さんは、疾病の種類、社会的立場等に関わら
ず、良質で安全な医療を、平等かつ公平に受ける権
利があります。

②個人として尊重される権利
　患者さんは、一人の人間としてその人格・価値観な
どを尊重され、尊厳をもって接遇されるとともに、自
らの意見を述べる権利があります。

③十分な説明と情報提供を受ける権利
　患者さんは、自分の病気、検査と治療方法や危険
性、他の治療法、見通しなどについて、理解しやす
い言葉や方法で、十分な説明と情報の提供を受け
る権利があります。

④自らの意思で選択・決定する権利
　患者さんは、自らの受ける検査や治療方法などにつ
いて、説明を受けた上で、自分の意思で選び決定す
る権利があります。

　また、希望しない医療を拒否したり、医療機関を選
択したりする権利があります。そのためにカルテを

①		医の倫理を守り患者さんの権利を尊重し、
平等で親切、安全な医療・福祉サービスを提
供します。

②	救急医療から在宅医療まで広く、地域の皆さ
まの安心を支えます。
③	地域の皆さまのこころの健康を支える、やさ
しい医療につとめます。
④		日々の研鑽に励み、明るい職場環境造りと
信頼される医療人の育成につとめます。

⑤		保健予防活動を通じて地域の皆さまの健康
増進に貢献します。

⑥研究・文化活動を積極的に展開し豊かな地
域づくりに貢献します。

質の高い医療と社会への貢献をとおし、
地域の皆さまから信頼される病院を築きます。

北アルプス医療センター
あづみ病院理念

患者さんの権利と責任

『医療とのパートナーシップ』
①良質な医療を実現するために、自らの心身あるいは生活
について必要な情報をできるだけ正確にお知らせくださ
い。また、納得できるまで質問するなどして自らの疾病や
医療内容を十分に理解してください。

②検査や治療について、納得し合意した方針には意欲を
持って取り組んでください。

③すべての患者さんが快適な環境で医療が受けられるよ
う、病院内での規則と病院職員の指示を守るようご協力く
ださい。

　病院職員による医療提供や、他の患者さんの診療に支障
を与えないようなご配慮をお願いします。

含む診療情報の開示や他の医療機関の医師の意見（セ
カンド・オピニオン）を求める権利があります。

⑤個人の情報やプライバシーが守られる権利
　患者さんは、自らの承諾なしに、診療の過程で得られた個
人情報を第三者に対し、開示されない権利があります。ま
た、病院内でのプライバシーが守られる権利があります。〈基本方針〉

不登校になった中学生の少女と優しい
おばあちゃんのお話です。少女がおばあ
ちゃんと一緒に住みながらいろいろな体
験をして成長していく心温まるお話です。
この本は思春期のお子さんと一緒に楽
しめる本だと思います。短いお話なので
すぐ読み終えちゃうのも魅力です。

物語は仕事がうまくいっていない入社一年目の主
人公の前に元同級生と名乗る「ヤマモト」という人
物が現れ、彼からアドバイスを受けて主人公が頑張
るというお話です。さくっさくっと読める分量で明瞭
かつ読みやすく、作品に込められたメッセージが、大
切なことを思い出させてくれるような本です。あなた
にもつらい時に助けてもらえる友達はいますか？

「 西の魔女が
　　死んだ」
梨木香歩　著　

新潮文庫

｢ちょっと今から
  仕事やめてくる｣
北川　恵海　著

v

よりよい病院になるために、患者さんからいただいた
ご意見の一部を紹介いたします。

「宝の箱」

ご意見・ご要望 お返事
毎日気持ちよく入浴させていただいてい
ます。脱衣所に時計があれば予定の時
間が分かって良いのですが。　

（入院患者さんから）

脱衣所に時計があれば、というご意見は他
の方からもいただきました。早速設置いたし
ましたのでご活用ください。

（看護部長室）

リハビリについて
リハビリを受けている患者の病室にも午
前何時～、午後何時～、と予定表を置
いてほしい。入院費用の中でもリハビリ
が一番高いので、きちんとわかり易くして
ほしい。　　　　  （入院患者さんから）

リハビリスタッフの説明や対応の不手際で
ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでし
た。
今後、リハビリの予定をお伝えできる態勢に
していきますのでよろしくお願いいたします。

（リハビリ責任者）

ご飯だけでなく、麺類も欲しいです。
（入院患者さんから）

ご意見ありがとうございました。
現在、麺類の献立は月に2回程度となって
います。アンケート等でもご希望が多いの
で、科内で話し合い回数を増やすようにいた
しました。今後も常に献立に変化を持たせ、
皆さんに満足していただける食事作りにつ
とめます。　　　　　　 （栄養科責任者）

図書部　立川路子（医療秘書室）

「おすすめの一冊」　時間のない人にも短時間で
読めちゃう本を紹介します。

（赤字の日が全科休診日です）

北アルプス医療センター あづみ病院
休診日のお知らせ
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水
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金
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土
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12月2016　   December

　早いもので師走です。一年をふり返ると、個人的には多くの記
録とドラマに感動したオリンピック。興奮したプロ野球日本シリー
ズなどスポーツに関することが印象的です。残すところ一ヶ月。
やり残したことはありませんか？　　　　　　　　　　　　（E.S）

お 知 ら せ
休日緊急当番医
・12/11（日）

白馬診療所

内科・外科本院
・12/31（土）

内科・外科本院
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平成 28 年 12 月
　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科 新 患  岡田光代
信　大

東方壮男
川上裕隆

馬渡栄一郎
林田研介

川上裕隆
芹澤由樹子

早野敏英
岡田光代

東方壮男（第 1 のみ）
川上裕隆

早野敏英（第 3 のみ）

内 科（ 一 般 ）
再 診

（ 予 約 制 ）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

岡田光代
林田研介

東方壮男
川上裕隆
早野敏英
岡田光代
林田研介

早野敏英
林田研介

川上裕隆
林田研介

早野敏英（第 1 のみ）
岡田光代
林田研介

循 環 器 内 科 富田　威
東方壮男 桑原宏一郎（信大） 東方壮男 柴　祐司（信大） 富田　威

馬渡栄一郎

呼 吸 器 内 科 花岡正幸 ( 信大 )
（14：30 から診療） 岡田光代 岡田光代 西江健一（信大）（第 1・3・5 のみ）

池川香代子（信大）（第2・4のみ）
藤本圭作（信大）

（第 1 のみ）

神 経 内 科
林田研介

野村俊（信大）（第 1・3・5 のみ）
高松良太（信大）（第 2・4 のみ）

林田研介 林田研介 林田研介 林田研介 林田研介

腎 臓 内 科 芹澤由樹子（予約） 芹澤由樹子
上條祐司（信大）

リウマチ・膠原病（予約制） 信大（完全予約）

在宅支援科（予約制） 薛　孝太郎
（14：30 ～ 16：00 まで診療 )

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科
心 療 内 科

（ 予 約 制 ）

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
小笠原紘輔
鈴木一浩

中村伸治
古屋昌宏
小椋京子

雨宮光太郎
湯澤宏式（第 1・3・5 のみ）

小笠原紘輔
鈴木一浩

村田志保
鬼頭　恆（AM）

中村伸治
湯澤宏式

小笠原紘輔
鈴木一浩

村田志保（AM）
鬼頭　恆
中村伸治

樋端佑樹（信大）（第 1 のみ）
古田　康（第 2・4 のみ）

古屋昌宏
湯澤宏式

小笠原紘輔

村田志保
鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
湯澤宏式（第 2・3・4・5 のみ）

小笠原紘輔

鬼頭　恆
中村伸治
古屋昌宏

雨宮光太郎
湯澤宏式

小笠原紘輔
鈴木一浩

新患（午前）（予約制） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）
認 知 症 診 療（ 予 約 制 ） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番） （輪番）

小 児 科

午
前

原　敏博
小口弘子

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子
（保刈　健）

保刈　健
（小口弘子）

小口弘子 又は 
保刈　健

信　　大
（小口弘子 又は 保刈健）

午
後

慢性疾患 ( 予約 )
（原　敏博）
（小口弘子）

予防接種（予約）
乳児検診（予約） 予防接種（予約）予防接種（予約） 慢性疾患（予約）

（保刈　健）

外  

科

一 般 外 科 唐澤文寿 石曽根　聡 唐澤文寿 石曽根　聡
久米田 茂喜（予約） 唐澤文寿

石曽根　聡
宮川眞一 ( 信大 )

( 第３のみ )

専 門 診 療 信　大（乳腺）
（予約）

信　大（甲状腺）
（予約）

呼 吸 器 外 科 花岡孝臣
藏井　誠（P.M. のみ） 藏井　誠 花岡孝臣 花岡孝臣

形 成 外 科
（受付15時まで）

安永能周（信大）
（13 時から診療）

整
形
外
科

新 患
（受付10 時 30 分まで）

上甲厳雄 輪番 狩野修治 柴田俊一 王子嘉人 信　　大
中村恒一

( 手・肘新患 )
中村恒一

( 手・肘新患 )
向山啓二郎
( 脊椎新患 )

再 診
（ 要 予 約 ）

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
石垣範雄
中村恒一

中村恒一
向山啓二郎
上甲厳雄

高橋淳 ( 信大 )

最上祐二
向山啓二郎
王子嘉人

中村恒一
向山啓二郎
狩野修治

畑　幸彦
（完全予約制）
最上祐二
柴田俊一

信　　大

肩関節治療センター
（受付10時30分まで） 手術日

石垣範雄
（診療開始 10：00 から）

手術日
石垣範雄（初診）

畑　幸彦（完全予約）
石垣範雄（完全予約） 畑　幸彦（完全予約） 畑　幸彦（完全予約）

（第 3 のみ）

皮 膚 科 河内繁雄
高沢裕子

河内繁雄
高沢裕子

河内繁雄
高沢裕子 河内繁雄

高沢裕子
河内繁雄
高沢裕子

河内繁雄
高沢裕子こども外来（15時～ 17時まで診療）

初診（当日）受付16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 西澤　理
平林直樹 平林直樹 西澤　理

平林直樹 平林直樹 平林直樹

女性骨盤底医学センター 西澤　理 西澤　理（第 2・4の 14時～のみ）
（完全予約制） 西澤　理 山ノ井万里子(信大)

産 婦 人 科（ 予 約 制 ） 信　大（予約） 曽根原衛雄（予約） 信　大（予約）

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子 
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで） 今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14時から診療） 信　　大

放 射 線 科 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）
小林浩一

（完全予約制）

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦 畑　幸彦

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
飯島　響

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

中嶌　哲
飯島　響

緩和医療外来（予約制）
（10：30 ～ 12：30 まで診療 )

0261-61-1165
阿部克哉 薛　孝太郎

間宮敬子（隔週） 阿部克哉 薛　孝太郎 薛　孝太郎

北アルプス医療センター 白馬診療所

内 　 　 　 科
人 工 透 析
リハビリテーション科

下里修一
富田　威

（午後から診療）
下里修一

下里修一
整形外科医師

（15 時から診療）
（第 2・第 4 のみ）

下里修一 下里修一 下里修一

診療科目 曜日

受付時間：平日 7:30 〜 11:30
　　　　　土曜 7:30 〜 11:00
お問合せ：0261 - 62 - 3166

※診療科により受付時間が
　異なります。

2016年
12月号 vol.358 事業所長 西澤理

JA長野厚生連北アルプス医療センター あづみ病院


